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芸術鑑賞会開催される 
６月２３日（水）二戸市民文化会館大ホールにて、日本古来の文化に触れ、感性を育むとともに、鑑賞マ

ナーを学ぶことを目的に開催されました。（福岡高校、福岡高校定時制と合同） 

昨年はコロナ禍で中止となった行事でしたが、今年は開催され、貴重な経験ができました。 

     

伊保内高等学校家庭クラブ総会開催 6/28（月）  
 本校視聴覚室において家庭クラブ総会が行われました。昨年度の事業報告、会計決算報告、監査報告が行

われ、続いて今年度事業計画や会計予算について協議されました。今年度役員名簿は、次のとおりです。 

生徒会長２年下村漣菜、副会長２年小松 凜、書記 1 年奥井琴巴、1 年澤向梨乃、会計 ２年屋形場愛児司

会計監査１年久保田瑠晟、議長２年佐々木楽樹、１年久保空良 

     

伊令和３年度第１回避難訓練 
 生徒の人命の安全確保並びに被害防止を図、避難経路及び避難方法の確認と防災意識の高揚を目的に 

６月２８日（月）６校時に避難場所を体育館に設定し、第１回目の防災避難訓練を実施しました。 

事前に生徒に予告しない形で実施しましたが、生徒の皆さんは慌てることなく、教科担当の教諭の指示

に従い避難場所に素早く避難できました。 

＜校長先生から＞ 

 今回の防災避難訓練は、担当の総務課の先生方の提案により事前連絡なしで実施することとなりまし

た。落ち着いて避難場所まで避難できたことは大変良かったと思います。 

私たちは１０年前東日本大震災を経験しています。災害は予告なしに突然やってきます。その時に一番

大切なのは、まず自分の命を守ることです。次に近くにいる方々と共に安全な場所に避難することです。

このとき小さな子供やお年寄りなど、迷わずに手を差し伸べていただきたいと思います。 

    



高等学校野球選手権岩手大会２年ぶり開催 
７月７日（水）全国高等学校野球選手権岩手大会が県営球場他を会場に開催されました。本校は 7 月８

日（木）１回戦花巻球場で一関高専と対戦し、２対１で勝利、部員１０人仲良くまずは１勝を合い言葉に

団結し、頑張りました。２回戦は、７月１６日（金）県営球場でシード校久慈高校と対戦し、結果は２対

１５の５回コールドで残念ながら敗退しましたが、最後まであきらめない素晴らしい試合でした。お疲れ

様でした。今後の活躍に期待します。 

     

生活習慣病予防健診健康指導（全校生徒） 
 ７月１９日（月）ＬＨＲの時間に生活習慣病予防健診健康指導を全校生徒が受講しました。 

生徒は、４月に行った自分の健康診断票を持参し、検査の各項目について説明を受け、今後の生活で注意

すべき点をチェックしました。（講師：岩手県予防医学協会 保健師 港 真里 様） 

        

復興学習（１年生）  

 令和３年度いわて地域担い手育成支援事業の一環として「東日本大震災復興学習」を開催しました。 

７月２０日（火）対象学年は１年生１５名、復興授業を通して、災害発生時に地域より期待される役割を

進んで担おうとする態度を育成したいと思います。内容は、「宮古市田老の学ぶ防災ガイド」から①東日 

本大震災における田老地区の当時の状況や現状について防潮堤に登って説明を受ける。②震災遺構「田老

観光ホテル」見学、当時の映像を上映、③実際の避難路を歩きながら、三陸ジオパークの山王岩を見学 

     

看護出前授業 

 ７月２１日（水）３学年６校時ＬＨＲ、本校コンピュータ室にて、二戸病院助産師横濱幸恵氏を講師に

お招きし、生命誕生の尊さと責任についての学びを通して、自己の命の大切さと、思春期の性と異性に対

する相互理解を深め、理性ある行動が取れるように成長の機会とすることを目的として看護出前授業が開

催されました。講話の内容は、①生命の尊さと責任、②高校生（思春期）の性と性問題について、③異性

との付き合い方（デートＤＶ）、相互理解と尊重、④相談機関の紹介 

        


